
大原簿記専門学校神戸校 

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 

 

■税理士学科  7単位 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 キャリアデザインⅠ 講義及び演習 必修 1 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 面接試験において求められるビジネスマナーの基礎を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務入門Ⅰ 講義 選択 1 単位 
企業等の総務職でマネジメント経験の 

ある実務家 

目的 社会の現場で日常発生している事例を実務家より学び、新社会人として必要なビジネス知識を修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務応用Ⅰ 演習 選択 2 単位 企業のマネジメント経験のある実務家 

目的 
職場での電話対応・来客対応・ビジネス文書作成などの技術を身に付け、さらに社会の現場で起こるヒューマンエラ

ーの初期対応法を実務家より学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 経理実務 講義 選択 2 単位 経理実務に関する実務経験のある教員 

目的 
経理実務の年間業務スケジュールを理解し、特に所得税・住民税・社会保険料に関する基本的な計算処理を実務家よ

り学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 給与計算実務 講義 選択 1 単位 給与計算に関する実務経験のある教員 

目的 
所得税・住民税の納付税額の算出方法および年末調整事務で必要となる所得税源泉徴収簿の記入方法を実務家より

学び修得する 

 

  



 

■公認会計士学科  合計 7単位 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務入門Ⅰ 講義 選択 1 単位 
企業等の総務職でマネジメント経験の 

ある実務家 

目的 社会の現場で日常発生している事例を実務家より学び、新社会人として必要なビジネス知識を修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務応用Ⅰ 演習 選択 2 単位 企業のマネジメント経験のある実務家 

目的 
職場での電話対応・来客対応・ビジネス文書作成などの技術を身に付け、さらに社会の現場で起こるヒューマンエラ

ーの初期対応法を実務家より学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 キャリアデザインⅠ 講義及び演習 選択 1 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 面接試験において求められるビジネスマナーの基礎を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 経理実務 講義 選択 2 単位 経理実務に関する実務経験のある教員 

目的 
経理実務の年間業務スケジュールを理解し、特に所得税・住民税・社会保険料に関する基本的な計算処理を実務家よ

り学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 給与計算実務 講義 選択 1 単位 給与計算に関する実務経験のある教員 

目的 
所得税・住民税の納付税額の算出方法および年末調整事務で必要となる所得税源泉徴収簿の記入方法を実務家より

学び修得する 

 

  



■オフィスビジネス学科  18単位 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 キャリアデザインⅠ 講義及び演習  選択 1 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 面接試験において求められるビジネスマナーの基礎を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務入門Ⅰ 講義 
 

選択 1 単位 
企業等の総務職でマネジメント

経験のある実務家 

目的 社会の現場で起きている実例を学び、新社会人として必要なビジネス知識を習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務応用Ⅰ 演習 
 

選択 2 単位 
企業のマネジメント経験のある

実務家 

目的 
職場での電話応対・来客対応、ビジネス文書作成などの技術を身に付け、さらに現場で起こるヒューマンエラーの初

期対処法を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 英会話入門 講義及び演習  選択 1 単位 英会話学校の外国人講師 

目的 日常生活での簡単な英会話を習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 マーケティング概論 講義及び演習  選択 2 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 マーケティングの知識を体系的に習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 卒業研究・発表 実習  選択 2 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 マーケティングの知識を活かし、現状に即した企画案を作成する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅰ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、仕事内容や業務に関係する法律基礎知識を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅱ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅲ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅳ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅴ 演習 
 

選択 1 単位 
公官庁等職員を招聘し、講義・演

習・実習を行う場合がある 

目的 官庁企業研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 



2 公官庁講話 講義  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 希望職種のみならず幅広い職種を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公務員倫理 演習 
 

選択 1 単位 
実務経験者による講義を基にし

た演習 

目的 入庁前に公務員としての正しい心構えを身に付ける 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 法律研究 演習 
 

選択 1 単位 
法律実務家による実践的知識を

基にした講義と実習 

目的 法律の基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 行政研究 実習 
 

選択 1 単位 
公安職実務家による講義を基に

した演習 

目的 災害に関する基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする  

 

  



■行政事務学科 14単位 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅰ 演習 
 

必修 1 単位 
官公庁の職員・元公務員

の教員 

目的 官公庁研究を通して、仕事内容や業務に関係する法律基礎知識を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅱ 演習 
 

選択 1 単位 
官公庁の職員・元公務員

の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅲ 演習 
 

選択 1 単位 
官公庁の職員・元公務員

の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅳ 演習 
 

選択 1 単位 
官公庁の職員・元公務員

の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅴ 演習 

 

選択 1 単位 

公官庁等職員を招聘し、

講義・演習・実習を行う

場合がある 

目的 官庁企業研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 キャリアデザインⅠ 演習 
 

選択 1 単位 
座学を基に実技練習を

行い、効果測定を行う 

目的 面接時の入退室及び自己ＰＲを習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 法律研究 演習 

 

選択 1 単位 

法律実務家による実践

的知識を基にした講義

と実習 

目的 法律の基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 行政研究 演習 
 

選択 1 単位 
公安職実務家による講

義を基にした演習 

目的 災害に関する基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする  

 

  



 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公官庁講話 講義 
 

選択 1 単位 
官公庁の職員・元公務員の

教員 

目的 希望職種のみならず幅広い職種を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公務員倫理 演習 
 

選択 1 単位 
実務経験者による講義を基

にした演習 

目的 入庁前に公務員としての正しい心構えを身に付ける 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 卒業研究・発表 演習  選択 2 単位  

目的 マーケティングの知識を活かし、現状に即した企画案を作成する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 マーケティング概論 
講義及び演

習 

 
選択 2 単位  

目的 マーケティングの知識を体系的に習得する 

 

  



■医療ビジネス学科  23単位 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 病院実習Ⅰ 実習  必修 2 単位 病院勤務の医療事務員 

目的 保険医療機関等で医療事務員として必要な基礎知識を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 病院実習Ⅱ 実習  選択 2 単位 病院勤務の医療事務員 

目的 大規模病院内で医療事務員の役割を理解し、業務を遂行する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 病院実習Ⅲ 実習  選択 2 単位 病院勤務の医療事務員 

目的 大規模病院内での医療事務員の業務内容を理解し、自ら行動する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 病院実習Ⅳ 実習  選択 2 単位 病院勤務の医療事務員 

目的 他業種の業務を理解し、自らの業務を遂行する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 病院実習Ⅴ 実習  選択 1 単位 病院勤務の医療事務員 

目的 医療事務員として、スムーズに業務を遂行する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅰ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容や業務に関係する法律基礎知識を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅱ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅲ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅳ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅴ 演習 
 

選択 1 単位 
公官庁等職員を招聘し、講義・演

習・実習を行う場合がある 

目的 官庁企業研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公官庁講話 講義  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 希望職種のみならず幅広い職種を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公務員倫理 演習 
 

選択 1 単位 
実務経験者による講義を基にし

た演習 

目的 入庁前に公務員としての正しい心構えを身に付ける 



年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 法律研究 演習 
 

選択 1 単位 
法律実務家による実践的知識を

基にした講義と実習 

目的 法律の基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 行政研究 演習 
 

選択 1 単位 
公安職実務家による講義を基に

した演習 

目的 災害に関する基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする  

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 卒業研究・発表 演習  選択 2 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 マーケティングの知識を活かし、現状に即した企画案を作成する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 マーケティング概論 講義及び演習  選択 2 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 マーケティングの知識を体系的に習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 英会話入門 講義及び演習  選択 1 単位 英会話学校の外国人講師 

目的 日常生活での簡単な英会話を習得する 

  



■スポーツ産業学科  24単位 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 エアロビクスⅠ 実習  必修 2 単位 
フィットネスクラブに勤務する

実務家による直接指導 

目的 エアロビックダンスの特性・効果を理解し、構成する各種運動や動作を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 水中運動Ⅰ 実習  必修 2 単位 
フィットネスクラブに勤務する

実務家による直接指導 

目的 水の特性を理解し、水中運動を校正する各種運動・動作を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 スポーツ栄養学 講義  選択 2 単位 

アスリート等に食事計画立案当

の実務経験のある実務家による

講義 

目的 身体活動・運動に対する各栄養素の役割及び活動中のエネルギー代謝を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 解剖学Ⅰ 講義  選択 2 単位 
整体・マッサージ業に勤務する実

務家による講義 

目的 運動器の骨、筋、靭帯、関節の機能を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 救急処置 講義及び演習  選択 2 単位 
救急疾病や外科的損傷の対処経

験のある実務家による講義 

目的 運動実施中に発生しうる救急疾病や外科的損傷の病態を学ぶ 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅰ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容や業務に関係する法律基礎知識を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅱ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅲ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅳ 演習  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 職業実務Ⅴ 演習 
 

選択 1 単位 
公官庁等職員を招聘し、講義・演

習・実習を行う場合がある 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

 

 



年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公官庁講話 講義  選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 希望職種のみならず幅広い職種を理解する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 公務員倫理 講義 
 

選択 1 単位 
実務経験者による講義を基にし

た演習 

目的 入庁前に公務員としての正しい心構えを身に付ける 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 法律研究 演習 
 

選択 1 単位 
法律実務家による実践的知識を

基にした講義と実習 

目的 法律の基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 行政研究 演習 
 

選択 1 単位 
公安職実務家による講義を基に

した演習 

目的 災害に関する基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする  

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 英会話入門 講義及び演習  選択 1 単位 英会話学校の外国人講師 

目的 日常生活での簡単な英会話を習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 マーケティング概論 講義及び演習  選択 2 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 マーケティングの知識を体系的に習得する 

年次 授業科目 授業形態  必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

2 卒業研究・発表 実習  選択 2 単位 営業販売に実務経験のある教員 

目的 マーケティングの知識を活かし、現状に即した企画案を作成する 

 

  



■公務員学科  9単位 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅰ 演習 選択 １単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容や業務に関係する法律基礎知識を理解する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅱ 演習 選択 1 単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅲ 演習 選択 １単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅳ 演習 選択 １単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 職業実務Ⅴ 演習 選択 １単位 
公官庁等職員を招聘し、講義・演習・実

習を行う場合がある 

目的 官公庁研究を通して、公務員の仕事内容を理解する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 公官庁講話 講義 選択 １単位 官公庁の職員・元公務員の教員 

目的 希望職種のみならず幅広い職種を理解する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 公務員倫理 講義 選択 １単位 実務経験者による講義を基にした演習 

目的 入庁前に公務員としての正しい心構えを身に付ける 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 法律研究 演習 選択 １単位 
法律実務家による実践的知識を基にし

た講義と実習 

目的 法律の基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 行政研究 演習 選択 １単位 
公安職実務家による講義を基にした演

習 

目的 災害に関する基礎知識を身に付けるだけでなく、組織での仕事の疑似体験をする 

 

 

■経理研究科  8単位 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 経理実務 講義 選択 2 単位 経理実務に関する実務経験のある教員 

目的 
経理実務の年間業務スケジュールを理解し、特に所得税・住民税・社会保険料に関する基本的な計算処理を実務家よ

り学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 給与計算実務 講義 選択 1 単位 給与計算に関する実務経験のある教員 



目的 
所得税・住民税の納付税額の算出方法および年末調整事務で必要となる所得税源泉徴収簿の記入方法を実務家より

学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 国税徴収法基礎Ⅰ 講義 選択 2 単位 税務に関する実務経験のある教員 

目的 国税徴収法の解釈を学び、初級問題を読解できるようにする。 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 国税徴収法総合Ⅰ 講義 選択 3 単位 税務に関する実務経験のある教員 

目的 的確な解法で基礎問題を解き、答えを導き出す。 

 

 

■税理士本科  8単位 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 経理実務 講義 選択 2 単位 経理実務に関する実務経験のある教員 

目的 
経理実務の年間業務スケジュールを理解し、特に所得税・住民税・社会保険料に関する基本的な計算処理を実務家よ

り学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 給与計算実務 講義 選択 1 単位 給与計算に関する実務経験のある教員 

目的 
所得税・住民税の納付税額の算出方法および年末調整事務で必要となる所得税源泉徴収簿の記入方法を実務家より

学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 国税徴収法基礎Ⅰ 講義 選択 2 単位 税務に関する実務経験のある教員 

目的 国税徴収法の解釈を学び、初級問題を読解できるようにする。 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 国税徴収法総合Ⅰ 講義 選択 3 単位 税務に関する実務経験のある教員 

目的 的確な解法で基礎問題を解き、答えを導き出す。 

 

 

■国際ビジネス学科  4単位 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務入門Ⅰ 講義 選択 1 単位 
企業等の総務職でマネジメント経験の 

ある実務家 

目的 社会の現場で日常発生している事例を実務家より学び、新社会人として必要なビジネス知識を修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 ビジネス実務応用Ⅰ 演習 選択 2 単位 企業のマネジメント経験のある実務家 

目的 
職場での電話対応・来客対応・ビジネス文書作成などの技術を身に付け、さらに社会の現場で起こるヒューマンエラ

ーの初期対応法を実務家より学び修得する 

年次 授業科目 授業形態 必選の別 単位数 備考（実務家概要） 

1 TOEIC 対策 演習 選択 1 単位 英会話学校の外国人講師 

目的 リスニング及びリーディングの基本的な解答方法を理解する。 

 


